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マウスピースの黒ずみが取れる仕組みの解明 
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It is known that we can clean a mouthpiece by using bicarbonate, aluminum, and water.  

However there are a variety of theories on the mechanism, so we researched it and efficie

nt way. 

  

 

１ はじめに 

マウスピースの汚れが取れる仕組みを明ら

かにすることと、より効率の良い方法を探すこ

とが本研究の目的である。 

 

２ 研究 

マウスピースの汚れについて調査したとこ

ろ、YAMAHA株式会社のホームページから、マウ

スピース表面の銀メッキが身の回り（人体、空

気中）の硫黄と反応して硫化銀になった可能性

が高いという情報を得た。この情報から、本研

究では黒ずみの原因は硫化銀であると仮定し

て、実験を行った。 

 

今回の実験では、銅いぶしという硫黄を含む

液体を使って硫化銀を作成した。 

まず実験用のプラスチックの上に銀が張られ

た実験用の銀板を１ｃｍ×２ｃｍに切った後

銅いぶしに浸し、表面全体が黒くなるまでその

まま約一日放置した。その後、硫化銀についた

銅いぶしを精製水で洗い流した。 

 

 

 

実験１：電解質の種類と反応の関係について 

(仮説１) 

一般的に重曹が使われていることから、電解質

を用いれば、酸性、中性、塩基性にかかわらず、

反応が起こるのではないかと考えた。 

 

(方法１) 

重曹・塩化ナトリウム・クエン酸を用いて実験を

行った。(お湯：電解質＝100：2.5[質量比] 金属：

アルミニウム お湯：80℃) 

 

(結果１) 

 

電解質 反応 

重曹 ◎ 

塩化ナトリウム ◎ 

クエン酸 ◎ 

なし △ 

◎：反応した △：一部反応した 

反応した＝硫化銀の色が黒から白に変化した 

 

 

 

 

 

      

(結果１)  

電解質を用いた場合はその種類に関わらず反

応し、用いなかった場合は一部のみ反応した。

表１ 実験１の結果 

写真１ 硫化銀作成時の銀板の様子 

 

写真２ 反応後の銀板の様子 

重曹 塩化ナトリウム クエン酸 
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(電解質なしの場合でも反応した原因は精製水

がごくわずかに電離したことが挙げられる。) 

また、重曹、塩化ナトリウム、クエン酸の順に

速く反応した。 

 

(考察１) 

電解質であれば酸性・中性・塩基性に関わらず

反応させることができる。また、反応速度に差

があった理由は、モル濃度、電離度の違いと考

えられる。 

 

実験２：濃度との関係について 

（仮説２） 

実験１の結果より、濃度と反応速度には関係が

あると考えた。 

 

(方法２) 

電解質の量を 1.25g,2.5g,5.0g,10.0g に変更して

実験を行った。 

(金属：アルミニウム 電解質：重曹 

 お湯の温度：80℃) 

 

(結果２) 

 

（＋は反応速度を表す） 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

 

 

 

 

 

 

            

5gまでは濃度が高くなるにつれて反応時間が

短くなったが、10gの場合は最も反応時間が長

くなった。 

 

（考察２） 

五分後の様子から判断すると 

水：重曹＝100：2.5が最も早く反応した 

→濃度と反応速度には関係があった 

 

(実験方法の見直し) 

反応時に発生した気泡が原因で銀が剥離して

しまった。よって、重層より気泡の発生が少な

い塩化ナトリウムに変えて再度実験した。 

 

(結果) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（考察） 

塩化ナトリウム5ｇまでは濃度が高くなるにつ

れて反応時間が短くなった。 

しかし、１０ｇ加えた場合は３分５０秒と最も

反応時間が長かった。 

お湯：重曹（質量比） 反応速度 

100：1.25 ＋ 

100：2.5 ＋＋＋＋ 

100：5.0 ＋＋＋ 

100：10.0 ＋＋ 

お湯：塩化ナトリウム 

（質量比） 

反応終了までの

時間 

100：1.25 2 分 4 秒 

100：2.5 1 分 18 秒 

100：5.0 49 秒 

100：10.0 3 分 50 秒 

表２ 濃度との関係(重曹) 

表３ 濃度との関係（塩化ナトリウム） 

写真３ 実験中（５分経過時）の銀板の様子 

1.25ｇ 2.5ｇ 

5.0ｇ 10.0ｇ 

写真４ 実験後の銀板の様子 

1.25ｇ 2.5ｇ 

5.0ｇ 10.0ｇ 
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実験３：お湯の温度と反応速度の関係について 

（仮説３） 

化学反応は温度が高いほど反応することより

温度が高いほうが速く反応すると考えた。 

 

（方法３） 

実験１と同様の方法で、お湯の温度を 30℃、60℃、

90℃に変えて実験を行った。 

(お湯：電解質＝100：2.5 [質量比]       

金属：アルミニウム 電解質：塩化ナトリウム) 

 

 

（結果３） 

 

実験前の温度（℃） 硫化銀の様子 

30℃ 変化なし 

60℃ 一部反応した 

90℃ 初めは反応していた

が、５分頃から反応し

なくなった。 

温度が高いほど早く反応した。（また、常温で

は何日たっても反応が見られなかった。） 

 

実験４：アルミニウムとの接触の関係について 

（仮説４） 

実験に用いたアルミニウムに変色がみられた

ことからアルミニウムが反応に関係する。 

 

（方法４） 

実験におけるアルミニウムの有無を変えた。 

(お湯：電解質＝100：2.5 [質量比] 

電解質：塩化ナトリウム お湯の温度：80℃) 

 

（結果４） 

アルミニウムがある場合は反応があったが、ア

ルミニウムがない場合は反応がなかった。 

 

（考察４） 

反応にはアルミニウムが必要である。 

 

 

（助言） 

金沢工業大学の先生から酸化銀とアルミニウ

ムの接触の有無についての助言をいただき、酸

化銀とアルミニウムを接触させずに実験を行

ったところ、反応は起きなかった。このことか

ら、この反応は局部電池であると考えた。 

 

実験５：イオン化傾向の差での反応の差異 

 

（仮説５） 

アルミニウムよりイオン化傾向が大きい金属

を用いれば速く反応する。 

 

（方法５） 

金属をマグネシウム、アルミニウム、亜鉛に変更

した。  

 

 

（結果５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用いた金属 反応終了までの時間 

マグネシウム 37 秒 

アルミニウム 20 分以上 

亜鉛 5 分 58 秒 

表４ 温度との関係 

表５ イオン化傾向との関係 

写真５ 実験中の銀板の様子 

アルミニウム 

亜鉛 

マグネシウム 
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マグネシウム＞亜鉛＞アルミニウムの順に早

く反応したが、これはイオン化傾向通りではな

い。 

 

（考察５） 

アルミニウムの表面に酸化被膜が存在してお

り、酸化被膜が反応を阻害したために、イオン

化傾向通りに反応しなかったと考えられる。 

 

（再実験） 

アルミニウムの表面を紙やすりで削って再度

実験を行った。 

 

（方法） 

実験５と条件は変えずに、酸化被膜除去のため

にアルミニウムを削った。 

 

（結果） 

反応時間は１３分２６秒と速くなった。 

 

（考察） 

イオン化傾向の差よりも酸化被膜の有無の方

が、反応時間に与える影響が大きいため、酸化

被膜の完全な除去が必要である。 

 

４ 結論 

マウスピースの黒ずみをアルミニウム、重曹、

お湯を用いて取ることができる理由は、それら

の間で酸化還元反応が起きるからである。 

このことから、マウスピースの黒ずみ（硫化銀）

を落とす際には、マグネシウム、お湯の組み合

わせが最も効率的である。また、アルミニウム、

塩化ナトリウム、お湯の組み合わせが実用的、

つまり家庭で用意しやすいといえる。 

 

５ 今後の課題 

今後の課題として、実験結果をより正確なも

のにするために実験回数を増やすこと、電解質

の質量ではなくモル濃度を揃え、最適濃度につ

いて実験を行うこと、アルミニウムの酸化被膜

を除去することなどが挙げられる。 
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